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2025 年度 自己評価 及び 施設関係者評価 総括報告書 

 

このたび、2025 年度に実施いたしました「自己評価」および「施設関係者評価」の結果につきまして、以下

のとおり総括し、報告申し上げます。 

本評価は、施設のサービス提供体制の整備状況およびサービスの質の向上を目的として実施したものであ

り、各評価項目に基づいた振り返りと今後に向けた課題の明確化を図りました。 

 

【総合的な判断および考察】 

本年度の自己評価および保護者アンケートの結果を総合的に見ると、本園における教育・保育活動は概ね安

定した水準で実施されており、保護者からも全体として高い評価が寄せられていることが確認されました。 

日々の保育の中で、子ども一人ひとりを大切にする丁寧な関わりや、保護者へのきめ細かな連絡・情報共有が

行われていることが、保護者の自由記述からもうかがえます。 

また、自己評価の結果からは、職員が自らの保育実践を振り返りながら保育の質向上に取り組んでいる姿勢

が見て取れました。特に、子どもの主体性を尊重した保育の実践や、保育環境の工夫、安全管理、健康管理、

食育活動などについては、職員間での共通理解のもと計画的に取り組まれていることが確認されました。さら

に、研修への参加や職員同士の話し合いを通して専門性の向上を図ろうとする姿勢も見られ、園全体として保

育の見直しと改善のサイクルが定着しつつあることが評価できます。 

一方で、自己評価の一部の項目では、職員自身が改善の余地を感じている項目も見られました。これらは保

育の質をより高めていこうとする職員の課題意識の表れとも考えられますが、同時に、日々の業務の中での職

員間のコミュニケーションや働きやすい職場環境づくりなど、組織として継続的に取り組んでいく必要のある

課題も示されています。 

また、保護者アンケートの自由記述からは、園の教育・保育に対する信頼や感謝の声が多く寄せられている

一方で、園の方針や取り組みについてのさらなる情報発信や説明を求める意見も見られました。社会状況の変

化や ICT の活用など、教育・保育を取り巻く環境が変化する中で、保護者との相互理解を深めながら園運営を

進めていくことの重要性が示唆されています。 

今後は、今回の評価結果および保護者からの意見を踏まえ、職員間の対話を通した職場環境の改善や、保護

者との情報共有の充実、地域との連携の強化などに取り組みながら、より質の高い教育・保育の実践につなげ

ていくことが求められます。本園としても、子どもにとって安心して成長できる環境づくりを大切にしなが

ら、教育・保育の質のさらなる向上に努めていきます。 

 

 



2025 年度 自己評価 及び 施設関係者評価総括 

以下に，施設関係者評価の 2 名より、施設のサービス提供システムの体制整備やサービス内容の質の向上を

目的とした評価結果の総合的な判断や考察をします。 

 

施設関係者 

自己評価および保護者アンケートの結果から、本園の教育・保育は全体として安定した水準を維持し、

保護者からの「毎日楽しい」「安心して預けられる」といった声に表れているように、高い信頼と満足を得

られていることが確認できました。特に、子どもの主体性を尊重した保育や、一人ひとりの思いに寄り添

う丁寧な関わり、豊かな遊び環境の構成は、日常の楽しさや成長実感として家庭にも共有されていて、大

きな成果といえるのではないでしょうか。また、健康管理や安全対策、食育活動などについても、計画的

かつ組織的に取り組まれていることが評価できます。 

一方で、自己評価では一部に C評価が見られ、職員の倫理観や組織内コミュニケーション、働きやすい

職場環境に対する課題意識の高さがうかがえます。保護者からも、情報発信の在り方や職員対応、組織運

営に関する意見が寄せられており、これらは園全体として改善に向けて取り組むべき重要な視点であると

考えられます。 

今後は、職員間の対話と協働を一層促進し、研修やキャリア支援を通じた専門性向上とともに、ICT の

活用による情報共有の充実を図ることが求められます。保護者との相互理解を深めながら、持続可能で質

の高い教育・保育の実現に向けた組織的な取り組みの深化が期待されます。 

新潟青陵大学 教授 三浦 修 

 

施設関係者評価(保護者会代表) 

 この一年間、子どもたちの成長を温かく見守ってくださり、誠にありがとうございました。心より感謝申し

上げます。 

 全体を通じて「自己評価」「施設関係者評価」ともに質の向上に向けて意識の高さを伺えます。昨年度との比

較では全体的に評価は高くなっており、特に昨年度の評価に対しての向上が見られることは非常に意味のある

ことだと思います。 

子どもたちは園での生活に慣れるまで、戸惑いもあったと思いますが、先生方や友達と過ごしていく中で成

長しました。日々のできごとを嬉しそうに話す姿は、園が安心できる場所であることの証だと思います。 

保護者への連絡や子どもたちの園での様子などを丁寧に伝えていただき感謝しています。今後とも、子ども

たちが笑顔で園生活を送れるように寄り添っていただければと思います。 

今回の評価を踏まえてより良い質の向上に向けて更に環境整備されることを期待致します。 

 保護者会会長 太田 一昌 

 


